
地

球

琴

轟

7
番

琴

二
親
昭
和
九
年
二
月

盲

中

央

及

び
東

北

田
本

の
水

成

堆

積

物

分

布

に

就

い
て

(

二

)

～

苗
場
山
北
密
千
曲
川
近
傍
は
放
け
る
水
成
堆
積
物
の
分
布
-

小

ノ

琢

治

的
'
飯
綱
､
選
姉
両
火
山
附
近
水
成
堆
積
物
の
千
曲
川
近
傍
に
於
け
る
分
布
は
地
球
第

一
八
忠
節
大
塊
に
報
告
し
た

通

わ
､
下
水
内
郡
飯
山
町
の
北
に
連
な
る
長
峯
丘
陵
を
以
て
北
東
鼎
と
L
t
rJ
の
東
北
東
千
曲
川
沿
岸
は
火
山
岩
層

の
厚

い
堆
積
に
依
-
其
分
布
は
見
ら
れ
伯
が
､
下
流
苗
場
山
の
北
麓
千
曲
川
に
沿
ふ
地
域
'
即
ち
長
野
'
新
潟
爾
順

界
を
北
流
し
で
千
曲
川
に
法
iI
富
久
見
川
か
ら
東
方
中
魚
沼
郡
下
船
渡
村
大
剖
野
附
近
で
千
曲
川
は
各
す
る
中
津
川

は
至
る
固
域
に
於
て
水
成
堆
積
物
が
分
布
す
る
｡
此
地
域
に
あ
つ
て
は
千
曲
川
流
路
に
略
平
行
す
る
頗
高
二
八

〇
米

か
ら
八

〇
〇
米
に
到
る
四
段
の
段
丘
状
地
を
な
し
て
ゐ
る
｡

中
火
及
び
光
北
日
本
の
永
成
堆
粒
物
分
布
に
就

い
て

仝



嶋

績

*
二
十
一審

t

Ji

仝

二

八

〇
〇
米
以
上
の
叢
地
は
火
山
岩
層
よ
か
成
る
が
下
段
は
水
成
堆

積
物
よ
さ
成
4
'

千
曲
川
-こ
近
さ
墓
地
は
川
の

新潟掛 ll免田郡産ケ崎村 (中*Jll嶋

の西̂00米)に於ける壌土宥

浸
蝕
に
俵
か
生
成
さ
れ
た
河
鹿
段
丘
の

費
蓮
を
見
'
礎
土
堆
積
昔
時
の
地
形
は

弟
分
失
は
れ
く
わ
る
｡

二
'
地
形
｡
南
方
暮こ
艦
立
す
る
高
倉
山

(
.1
三
二
玉
来
)'
金
白
山

(
1
三
五
三

米
八
)'布
岩
山
(
.L
四
九
五
米
)､
ガ
タ

シ
ー;
(
.i
二
二
九
光
二
)t
H
藤
山

(
1

七
七
七
米
五
)'
鳥
甲
山
(
二
〇
三
七
光

六
)'
苗
場
山
(
二
.E
四
五
米
三
)
等
の

諸
山
が
北
方
-こ
嶺
を
引

い
て
ゐ
る
が
､

八

〇
〇
米
高
軽
線
AJ堺
と
し

て牝
方
千

ヽ
､
.

曲
川
約
･riL
Iこ
車
る
ま
で
四
段
の
段
丘
状
毒
地
を
形
成
し
て
ゐ
る
｡
之
を
垂

不
す
れ
ば
左
の
如
し
｡

千
曲
川
床
棲
高

二
五
C
米
内
外

基
地

凄
地
面
の
倭
高

い

:1山
C
O
-

三
二
〇
水

2

円
C

C
-
四
二
0
米

叢
地
境
の
急
阪
高
取

養
地
上
の
部
落
名
其
他

1T･九
〇
･･･七
〇
米

朴

ノ
木
浄
'
亀
岡
'
大
井
卒
等

.I
二
り
･1
.i
四
〇
米

中
子
'
城
原
'
赤
樺
等



第 二 {

t･o
olこ
真
美

･･J各
町%
T!学

'鵜無職や魚無鄭鷹嶋村小下0禽兼凡一丁軒
鮮血o兼地織に儀暮せる嶋石膏の義
I:薫く六〇義_.玉o撫.=0義)

上
鋼
の内
'義
鶏
糾
慶
び
曾
先
憂

垂

･I

壇
で
儀
雛
糠
め七
重

t･噂
..与
巌上

と
柵
の鼻
岬
奄
托
爵
て
駄
董

嘩
墓

等
､-I.･.I･.I..

鵬
我
し
･
席
徽
犠
肴
鼻
貴
を
農
学
も
]昔
轟
..:
[>.3

紘.*
二
着
長
嶋
寸
毘
慮
暮
徽富
も
轟
∴
.:1fJ.:

小
嶋
丘
AJ鮎
養
す
さ
｡中
離
農

↓憂

'

重
る
穐
義
k
畿
tも
井
讐
嘉
穐
托蝉
騰
貴
皇
雷

嶋
AJ鴨
め
禅
も
る
べ･Jt'も
'
申
韓
州
長S
撫
捧
帝

の
柵
養
せ
る嶋
積
鞠
旺
優
る
農
耕
穐
暗
雲
憂
さも

て
明
臓
で
な
い｡･
.
.
I
..

':

三
､
毒
穐き
嶋
鹿
す
さ
等

轟
蕪
剛
性義
電

∴.I

･薪
し
き
時
代
lt形
慮
さ
れた
河
虎
最
長
で
'
上
k
･.t.

書と河
鹿
嶋
精
義
A長
与
が
､.義
轟
中毒
や
T･.～-/▲ヽ一

菅
養
鰻
し
舟
鶴
徽
ヤ
'･.･蔓

鼻
息

･｢

っ
重

義
至

芸

は朋
.T

l緋

削
削
鮎

調
酎

銅

酎

中
央
貴び薫轟zp事e濃膿徽曽●身禰aL.轟
いて,.･･∵
･/4
.



地

球

節
二
十

..
懲

辞

:.+鍍

八
六

l当

ゐ
る
｡
千
曲
川
的
:-Hl
､
申
.e
川
橋
の
仰
凡
八
C
U
米
明
道
脇
の
断
･Ln.､
中
津
川
橋
脇
中
経
川
毅
電
桝
の
南
方
断
崖
及

び
ぷ
久
見

川
よ
-
朴

ノ
木
摘

む粍
て
中
小
に
14Lfる

念
収
路
(
基
地

い､
側
聞
の
急
阪
路
)等
に
於
け
る
東
城
に
於

て窺

第 樹

Ul糾掛 J)魚iEJ.7.7:郷付ぷ久見川
i'tとの疎-1: (ぷ久見1日鳩脇)

鮎線上))L･凝火;.ifll粒砂の..ILL.居(河水堆碑物)
lLl]L'くド･控.ll.盾

知
す
る
こ
と
が
川
氷
る
し

ぶ
久
見

川
の
千
曲
川
tこ
人
目
流
す

る
と
rJ
ろ
志
久
見
川
橋

(
中
仙
招

郡
郷
柑
･:3･=
野
肘
筋
三
樹
参
照
)
畔

露
出
に
此
て
見
る
ほ
金
柑

.I

..<
米

に

過
し
'

下
方

一
C
米
許
は
‖
色

川
か
粉
中
に
大
小
不
様
の
磯
､
岩
塊

を
漉
し
'
千
曲
川
上
流
長
野
頼
下

高
井
郡
長
丘
丘
陵
に
於
け
る
磯
土

に
酷
似
す
る
が
'
上
部
は
凝
次
岩
､

粗
粒
砂
の
互
樹
が
成
修
す
る
｡
止
向
北
三
.光
圧
火
､
捕
火

.[
滋
度
の
傾
斜
を
l示
し
て
ゐ
る
が
､
郷
村
朴

ノ
木
鐸
附
近

に
於
て
は
し
邦
に
卓
る
に
従
いー
漸
次
川
碓
k
.交

へ
亜
び
磯
上
せ
に
移
化
す
る
.

止
等
上
部
官
は
河
水
堆
栢
物
と
瓜
惟

r,れ
る
U

中
津

川
桁
西
凡
八

U

米
切
迫
脇
の
凍
土
鮒
(
節

1.
閲
参
照
)
は
千
的
川
床
よ
り
枚
-
こ
と
..j
O
米
ーこ
適
し
､
泌

一

る
部
に
あ
っ
て
は
淡
補
色
を
=t1す
る
が
､
奄
鰭
と
し
て
‖
色
を
林
び
､
前
に
報
小
目
せ
る
瓜
錐
阪
井
他
の
破
士
と

川
様



で
､
岩
粉
よ
-
成
る
砂
の
中

に
大
小
不
同
の
圃
磯
及
び
丸
妹
を
有
す
る
岩
塊
を
交

へ
で
ゐ
る
｡
磯
は
夜
色
､
衣
褐
色

叉
は
盈
色
を
量
し
､
貿

塑
撤
な
る
も
の
ー
多
孔
質
な
る
も
の
が
あ
る
が
､
輝
石
安
山
岩
を
主
と
し
､
少
数
な
が
ら
石

英
閃
練
岩
ー
及
び
火
山
次
､
火
山
磯
よ
-
成
る
岩
塊
並
に
凝
次
質
貢
岩
塊
を
戴
す
る
｡
是
等
岩
塊
は
粗
菓
に
し
て
崩

れ
易
-
流
水
の
運
搬
は
依
っ
て
は
到
底
其
の
形
を
保
持
し
髄
は
拍
も
の
で
.
是
等
岩
塊
を
混
ず
る
こ
と
は
他
地
方
に

於
け
る
も
の
と
殆
ん
ど
北
ハ通
の
事
賓
で
､
激
土
層
に
於
け
る

一
特
色
と
も
考
慮
せ
ら
計
る
棟
で
あ
る
｡
磯
土
層
を
蔽

う

て上
部
に
粘
土
及
び
砂
の
瓦
暦
を
載
せ
少
数
の
流
木
を
含
ん
で
ゐ
る
｡

中
津
川
聴
竃
桝
南
方
断
崖
に
於

ては
金
原
四
〇
米
許
で
､
下
部
の
磯
及
び
砂
の
互
層
を
蔽
う
て
厚
n
一
〇
米
に
連

す
る
磯
土
層
を
堆
精
し
で
ゐ
る
が

.磯
士
は
前
述
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
が
上
面
は
不
整
合
は
河
水
の
運
搬
に
依
る

同
機
'
砂
及
び
鮎
士
の
瓦
層
を
載
せ
て
ゐ
る
｡

磯
土
層
の
北
東
方
縁
端
は
調
登
米
だ
十
分
で
は
な

い
が
千
曲
川
床
に
於
で
鹿
ケ
植
村
地
籍
に
露
出
を
見
ら
れ
'
之

に
隣
れ
る
下
船
渡
村
本
相
は
於
で
は
附
近

一
昔
は
分
布
す
る
扇
状
地
の
基
底
に
直
接
第
三
紀
層
の
凝
友
岩
､
材
質
頁

岩
'
磯
岩
'
基
塊
岩
の
英
樹
の
横
は
る
を
以
っ
て
見
れ
ば
下
船
渡
村
押
付
以
兼
に
は
逢
せ
伯
も
の
と
;-
3雅

さ
れ
る
.

激
土
層
中
は
於
け
る
磯
及
び
岩
塊
に
は
掻
痕
を
有
す
る
も
の
が
少
-
な

い
が
､
其
の
著
し

い
も
の
は
蕉
ケ
臓
村
小

下
座
の
73
の
で
あ
る
(第
二
図
参
照
)
.

小
下
の
商
兼
方
凡

1
粁
p
蔑
ケ
嶋
村
赤
韓
よ
少
壮
下
し
て
千
曲
川
に
注
ぐ
小

川
は
磯
土
層
を
個
粧
し
て
ゐ
る
が
p
東
側
斜
面
に
樽
落
せ
る
堆
石
で
あ
る
0
堆
石
は
練
炭
色
撤
密
を
輝
石
安
山
岩
塊

で
.
描
卒
塊
､
長
径
六

〇
糎
､
短
種
五

〇
凍
､
厚
さ
二
〇
糎
大
の
も
の
で
あ
る
が
､
全
面
琢
磨

n
れ
無
数
の
掻
痕
は

或
は
平
行
L
p
或
は
交
酷
し
明
瞭
は
印
し
て
ゐ
る
.
表
面
は
銭
分
の
被
覆
に
保
ち
赤
褐
色
に
錆
び
て
ゐ
る
.

中
火
及

び
氷
北
日
本

の
水
成
堆
荷
物
分
布
に
就

い
て

八
七

五



地

球

節
二
十

1
令

鱒
二
班

八

八

六

河
水
堆
積
物
は
前
記
の
外
'
慮
ケ
略
相
反
及
び
郷
柑
夜
雨
並
は
子
種
に
も
露
出
す
る
.
反
は
於
で
は
露
出
重
厚

7

来
内
外
で
あ
る
が
'
貫
岩
～
凝
炭
質
砂
岩
､
塵
の
互
暦
に
し
て
壮
四
〇
度
東
､
簡
素

一
五
度
傾
斜
聖

不
す
｡
子
種
に

於
て
は
金
厚
二
光
に
し
て
p
親
株
砂
､
凝
炭
質
貫
岩
の
互
暦
ほ
し
で
北
六
〇
度
東
ー
北
西

一
〇
度
の
傾
斜
を

不
す
が

長
種
八

〇
糎
'
点
種
六
〇
鹿
の
輝
石
安
山
岩
塊
を
親
し
､
表
面
多
数
の
掻
痕
を
印
し
て
ゐ
る
.
河
水
堆
積
物
は
轟
地

Ⅲ
の
下
部
大
部
分
を
偶
成
す
る
磯
土
層
と
､
轟
地
潮
の
磯
土
層
と
の
問
に
挟
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
.
著
し
之
を
間

氷
期
の
堆
積
物
と
榊
す
る
な
ら
ば
､
此
置
域
は
於
け
る
水
成
堆
積
物
は
上
下
二
部
の
磯
土
層
は
置
刺
さ
れ
る
｡

g
I､
蔓
地
刺
の
構
成
物
質
の
状
態
は
郷
村
営
之
原
の
覇
朴

ノ
木
樺
か
ら
中
子
は
至
る
急
阪
ほ
於
で
訟
め
ら
れ
る
｡
番

地
閏
よ
-
閲
の
上
面
は
至
る
物
質
を
表
示
す
る
ほ

一
､
河
水
堆
積
物
の
上
部
は
漸
次
圃
磯
を
交
ふ
｡

二
.
聞
趣
暦

(
牧
璃
質
点
色
輝
石
安
山
岩
'
桜

1
C
～
一
六
糎
を
主
と
す
る
O
)

三
､
赤
褐
色
嘘
地
層

(
火
山
友
の
風
化
せ
る
も
の
の
如
-
其
原
形
を
保
持
す
る
も
の
が
あ
る
外
､
次
色
貫
岩
塊

を

含

む
｡
)

凹
､
爾
輝
石
安
山
岩
囲
磯
及
び
兄
妹
を
尊
び
ね
塵
暦
｡

五
､
褐
色
砂
､
及
塊
栂
暦
(
輝
石
安
山
岩
の
角
磯
を
少
数
含
有
'
稀
は
二
光
を
超
ゆ
る
岩
磯
は
殆

ル
ビ
を
し
)掻

痕
を
印
す
る
も
の
が
あ
る
｡

六
'
嘘
噂
及
岩
塊
'
磯

(
太
さ
不
足

○
米
五
以
内
､
稀
は
覆
二
光
を
慮
ゆ
る
も
の
が
あ
る
｡
)

七
も
磯
暦





地

球

節
二
十

1
穆

節
二
牡

q
J

八

て
む
る
｡

▲
舷
に
樹
木
繁
茂
し
て
炎
の
構
成
物
門
の
斧
預
に
乏
し
い
が
､
戊
ケ
略
相
和
晋
か
ら
梯
収
に
誇
る
新
道
の

Tj?,1 7こ 間
qr鵜矧 11.1CLm耶戯ケ帖f-･l'仰一一T:よ()構根
にやる新道に於ける磯Il-_幡他.31,

祉
設
に
依
-
示
さ
れ
て
ゐ
る
(
新
玉
周
参
照
)
｡

亦
七
の
中

に
大
小
ホ
横
の
岩
塊
を
安

へ
て
ゐ
る
O
岩
塊
は
稜
角
兼
し

-
ち
-
多
少
丸
妹
を
帯
び
て
ゐ
る
｡

大
､
素
地
叫
は
楢
椴
の
浦
上
日
出
山
方
両
に

見

る
如
く
'

亦
北
里
父
ふ
る
も
北
塊
岩
肌

と
=t'し
下
段
に
於
け
る
物
節

と
兼
し
-
共
趣

9
,を
灘
に
す
る
O
殊
に
高
野
川
に
於
て
は

波
面
塊
均
を
以
っ
て
艇
は
る
る
が
火
山
次
､
雌
の
風
化
に

依
る
も
の
で
共
.iS
形
を
残
部
す
る
を
認
め
印
る
の
み
な
ら

ず
､
光
束
電
位
株
式
曾
縦
穴
麟
蔵
電
桝
放
水
終
始
設
の
馬

め
掘
整
せ
る
物
門
等
に
就
て
見
る
に
'
赤
褐
色
の
火
-;
衣

に
混
ず
る
に
桃
紅
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